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掲載事例一覧

⑪　ＧＯＴＴＳＯ阿波【徳島県阿波市阿波町】
　　（野菜でまちおこし！若手農家たちの奮闘記）

①　株式会社兎ッ兎ワイナリー【鳥取県鳥取市国府町】
    （農業を通じて人がつながり夢と未来を創造する）

②　河岡農園株式会社【鳥取県境港市】
　　（弓ヶ浜半島で白ネギの周年栽培に取り組む）

③　えーひだカンパニー株式会社【島根県安来市広瀬町】
　　（今日も、明日も、10年後も、ずっと「えーひだ」）

④　株式会社松永牧場【島根県益田市種村町】
　　（「安全・安心・おいしさ」をモットーに）

⑤　瀬戸内かきがらアグリ推進協議会【岡山県岡山市北区磨屋町】
　　（カキ殻を有効利用した循環環境保全型農業）

⑥　有限会社エーアンドエス【岡山県笠岡市拓海町】
　　（スマート農業一貫体系で加工用野菜の大規模生産）

⑦　せとだエコレモングループ【広島県尾道市瀬戸田町】
　　（日本一の産地を守る！せとだエコレモン®）

⑧　安芸の山里農園　はなあふ【広島県東広島市志和町】
　　（環境保全を意識した持続可能な土づくり・営農）

⑨　株式会社瀬戸内ジャムズガーデン【山口県大島郡周防大島町】
　　（過疎の島に100年続く地域産業を創ろう！）

⑩　長門市未来農業創造協議会【山口県長門市】
　　（長門市農業を持続可能で「稼げる産業に」）

⑱　株式会社四万十ドラマ【高知県高岡郡四万十町】
　　（地元発着型産業で地域を元気にしたい）

⑫　株式会社フードハブ・プロジェクト【徳島県名西郡神山町】
　　（神山の農業と食文化を次の世代につなぐ）

⑬　有限会社井上誠耕園【香川県小豆郡小豆島町】
　　（耕作放棄地を再生し、農村の活性化を目指す）

⑭　香川県立多度津高等学校【香川県仲多度郡多度津町】
　　（多度津高校建築科有志による獣害対策の取組）

⑮　農業生産法人 株式会社ニュウズ【愛媛県西宇和郡伊方町】
　　（輸出と自社内6次産業化で可能性を広げる）

⑯　株式会社地域法人 無茶々園【愛媛県西予市】
　　（日本一のまちづくり集団を目指します）

⑰　特定非営利法人 日高わのわ会【高知県高岡郡日高村】
　　（地域の形を維持するコミュニケーションビジネス）
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①株式会社兎ッ兎ワイナリー ②河岡農園株式会社
③えーひだカンパニー株式会社 ④株式会社松永牧場
⑤瀬戸内かきがらアグリ推進協議会 ⑥有限会社エーアンドエス
⑦せとだエコレモングループ ⑧安芸の山里農園 はなあふ
⑨株式会社瀬戸内ジャムズガーデン ⑩長門市未来農業創造協議会
⑪ＧＯＴＴＳＯ阿波 ⑫株式会社フードハブ・プロジェクト
⑬有限会社井上誠耕園 ⑭香川県立多度津高等学校
⑮農業生産法人 株式会社ニュウズ ⑯株式会社地域法人 無茶々園
⑰特定非営利法人 日高わのわ会 ⑱株式会社四万十ドラマ

⑥

※ この地図は、必ずしも我が国の領土を包括的に示すものではありません。



農業を通じて人がつながり夢と未来を創造する

鳥取県

株式会社兎ッ兎ワイナリー（鳥取市国府町）
代表取締役 前岡 美華子

〇生食用･加工用ぶどうの栽培 〇ワインの製造
〇生食用ぶどう･ワインの販売 〇ワインを通じたイベントの企画･運営

○  取組内容
・2016年、当省の総合化事業計画及び鳥取県の支援事業が認
定され、翌年にワイナリーを開設、自社での醸造を開始した。
・「サステイナブルなワイン造り、鳥取県の食材と相性の良
いワイン造り」を目標にぶどうを栽培している。
・マルシェ、ワインセミナー、講演会、地域の学校への訪問
授業などを企画・運営している。

○ 取組に至った経緯
・年齢、性別、社会的背景などの制約にとらわれることなく
多様性を考慮した、人が繋がり合う地元産業のプラットフォ
ームを作ろうと思った。

○ 取り組む際に生じた課題と対応方法
・経営的な課題を解決するために、農林水産省や鳥取県の補
助事業を活用した。
・農業に関する知識や経験がほとんどない状態だったが、ス
タッフや関係者などの人的ネットワークからの支援を受けた。

○ 取組の成果（受賞・表彰等）
とっとりSDGs企業認定（令和４年）
鳥取県男女共同参画社会推進企業認定
鳥取市立国府中学校「働く人に学ぶ」講師
鳥取県立鳥取東高校「鳥取学」講演
因幡元気大賞受賞（令和５年）

○ 今後の展望 （将来に向けて）
・地域の自然環境の保持と住民との共生を図り、地域に根ざ
した農業、商工業及び教育福祉を含めた広範囲な産業を一貫
して行える多面的な事業を展開し、栽培、加工、販売、人材
育成のプロセスを持った６次産業の創出を目指す。

中国四国農政局

鳥取市立さつき保育園
ぶどう畑での園外保育

〇あらゆる人が可能性を
試せる場所を作りたい。

農業

特区
ワイナリー

販売店
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福祉医療

鳥取版
キッザニア

就労支援

経営者からのコメント

前岡 美華子氏
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弓ヶ浜半島で白ネギの周年栽培に取り組む

鳥取県

河岡農園株式会社（境港市）
代表取締役 河岡 誠（白ネギ職人）

〇白ネギの周年栽培
〇新規就農希望者への支援

○  取組内容
・平成28年に河岡農園株式会社を設立し、週休二日制と分業制を
取り入れた経営を行っている。
・近隣の農地及び国営干拓事業「中海地区弓浜工区」で、白ネギ
の周年栽培を行っている。
・新規就農希望者の研修を受け入れたり、条件のいい遊休農地
を利用権設定ののち、耕転等の管理を行って確保し、新規就農希
望者が就農しやすくしている。
・若手の白ネギ栽培農業者による「境港市次世代農家の会ＮＥＸ
Ｔ」及びJA鳥取西部白ネギ生産部会内の「わかば５５会（55歳以
下の営農者）」で、農業技術の向上や情報交換に取り組んでいる。

○ 取組に至った経緯
・平成19年に鳥取県立農業大学校を卒業し就農。同時に父親から
経営継承を行った。

○ 取り組む際に生じた課題と対応方法
・小規模の遊休農地を再生する際に使える補助事業が少ない中、
自前で再生し、農地を確保している。

○ 今後の展望 （将来に向けて）
・鳥取県は、砂丘地や黒ぼく土壌などで１年を通して品質の高い
白ネギが安定生産できる。年間１～２名の新規就農希望者に研修
を続け、地域の農業者を増やし、連携することで地域の活性化を
目指す。
・これからもどんどん白ネギを生産して、日本一の白ネギ生産県
にしていきましょう！

中国四国農政局

取組がわかる
（イメージでき
る）ような写真
や図を貼る。

河岡農園株式会社社員一同

〇白ネギを栽培するの
は楽しい。今後も白ネ
ギ生産に注力したい。

経営者からのコメント

河岡 誠氏
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今日も、明日も、10年後も、ずっと「えーひだ」

島根県

えーひだカンパニー株式会社（安来市広瀬町）
代表取締役 川上 義則

〇えーひだ市場等運営、移動販売事業等

○  取組内容
生活環境、産業振興、地域魅力及び定住促進を目的とした

「比田地域ビジョン」（平成28年３月策定）に基づく活動を展
開し、水稲等農産物生産・販売や加工食品の製造・販売を行っ
ている。
えーひだ市場等運営のほか移動販売事業等の地域生活環境関

連事業を総合的に実施。

○ 取組に至った経緯
過疎、少子高齢化、担い手不足等による地域存続の危機感か

ら、島根県安来市広瀬町比田地区内の有志で結成されたプロ
ジェクトチームで話し合いを重ね、平成28年８月に任意組織で
ある「えーひだカンパニー」を創設。平成29年３月に法人化し
「えーひだカンパニー株式会社」を設立。

○ 取り組む際に生じた課題と対応方法
メンバーの多くは本業を持っているため、コミュニケーショ

ン不足により意思疎通ができないという課題があったが、収益
事業の拡大により３名の事務局の常時雇用が可能となり、情報
伝達や調整がスムーズに行えるようになった。

○ 取組の成果（受賞・表彰等）
平成30年度ふるさとづくり大賞団体表彰（法務大臣表彰）
平成30年度中国四国農政局「ディスカバー農山漁村の宝」選定

○ 今後の展望 （将来に向けて）
少子高齢化、人口減少地域で地区内総生産を高めることは非

常に重要です。地区内の各分野で付加価値をつけ、新たな利益、
雇用をつくりだすことで活力が生まれます。
人口が減っても持続できる循環型社会（人・モノ・自然・カ

ネ）、互いに支えあえる地域を目指したい。

中国四国農政局

建物外観等写真（商品でも可）

取組がわかる
（イメージでき
る）ような写真
や図を貼る。

えーひだ市場で販売する農
産物や加工食品

〇多岐にわたる活動で
忙しくて大変ですが、
地域を次世代に繋ぐた
めにも、
前向き
に挑戦
してい
ます。

川上 義則氏

経営者からのコメント
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「安全・安心・おいしさ」をモットーに

島根県

株式会社松永牧場（益田市種村町）
代表取締役 松永 和平

〇肉牛の繁殖・肥育・牛糞堆肥の製造・販売

○  取組内容
昭和48年８月に設立し、肉牛の繁殖・肥育・牛糞堆肥の製

造・販売のほか、飼料作物を生産。関連会社（株式会社メイ
プル牧場他５社）と連携し、肥育素牛の確保や予防衛生など
大規模牧場を生かした経営を実施。また、未利用資源の有効
活用として食品残渣を利用したエコフィードの生産と地域内
供給、地域の集落営農組織との耕畜連携等にも取り組む。

○ 取組に至った経緯
父親が交通事故により大けがを負い、それにより農業を継

ぐことに。その際、従前のやり方に疑問を抱き、経営の法人
化大規模化、近代化を目指す。

○ 取り組む際に生じた課題と対応方法
畜産は多額の資金を必要とするため、常に経営を公開し信

用を得た消費者に安心して食べてもらうよう、現場環境や生
産履歴を公開するISO14001や生産情報牛肉JASを取得していま
す。

○ 取組の成果（受賞・表彰等）
農林水産祭天皇杯 内閣総理大臣賞（平成20年）
全国肉用牛枝肉共励会 名誉賞
（平成27年、令和２年、令和４年）
日本農業賞大賞（平成５年）

○ 今後の展望 （将来に向けて）
安心、環境、地域及び食について独自の取組を行っており、

松永牧場でしかできない肉を作るため、スタッフ全員が心を
揃えて取組んでいきます。

中国四国農政局

建物外観等写真（商品でも可）

取組がわかる
（イメージでき
る）ような写真
や図を貼る。

オカラ、バナナ等の未利用資
源の有効活用のための「食品
残渣飼料化プラント」

〇大牧場の環境問題が
深刻化する中で環境に
やさしい循環型畜産経
営を目指
し常に地
域との共
存共栄を
考え続け
ます。

写真提供：松永牧場

松永 和平氏

経営者からのコメント
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